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年頭のごあいさつ （P2）

第4回内談町議会定例会 （P3）
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町
長
新
年
あ
い
さ
つ

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。旧

年
中
、
町
政
に
賜
り
ま
し
た
ご

支
援
、
ご
厚
情
に
対
し
、
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

常
に
「
町
民
と
と
も
に
歩
む
心
」

を
基
本
理
念
に
、
心
豊
か
で
人
間
味

あ
ふ
れ
る
内
談
町
と
し
て
、
町
民
の

皆
様
お
一
人
お
一
人
が
幸
せ
を
実
感

で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
皆
様

方
と
と
も
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

ま
ず
、
内
談
町
風
力
発
電
施
設
の
本

体
が
完
成
し
、
12
月
に
は
通
電
を
開

始
し
ま
し
た
。
地
上
高
さ
1
0
0
m

あ
ま
り
の
巨
大
な
風
車
は
、
年
間
発

電
電
力
量
約
2
5
5
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
を
生
み
出
し
、
21
世
紀
の
人
類
の

課
題
の
一
つ
で
あ
る
環
境
問
題
に
対

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
十
分
に
示

す
も
の
で
あ
り
、
誇
り
を
持
っ
て
将

来
に
引
き
継
げ
る
内
談
の
シ
ン
ボ
ル

と
言
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
中
国
呉
江
市
と
の
友
好
都

市
提
携
10
周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ

り
、
馬
明
竜
呉
江
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
呉
江
市
代
表
団
の
方
々
を
お
迎

え
し
、
内
談
町
に
お
い
て
記
念
式
典

を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
席
上
、

今
後
の
友
好
交
流
発
展
の
た
め
の
協

議
書
に
調
印
し
、
更
な
る
友
好
交
流

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
は
行
政
、
教
育
、
文
化
、
経
済

の
各
般
に
わ
た
る
広
い
分
野
で
交
流

を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
心
と
心
の
交
流
、
両
市
町

民
相
互
の
草
の
根
交
流
に
ま
で
発
展

出
来
な
い
か
、
検
討
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

悠
久
の
時
を
積
み
重
ね
、
生
み
出

さ
れ
た
砂
丘
。
東
西
に
広
が
る
日
本

海
と
河
北
潟
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
こ
の
町
に
、
今
も
な
お
息
づ
く

先
人
た
ち
の
伝
統
と
文
化
。
こ
の
受

け
継
が
れ
た
自
然
、
文
化
と
伝
統
を

礎
と
し
、
21
世
紀
に
力
強
く
躍
進
す

る
内
談
町
。
蓮
湖
渚
公
園
を
は
じ
め

と
す
る
放
水
路
周
辺
整
備
や
北
部
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
も
進
ん
で
お

り
、
完
成
時
に
は
電
線
類
等
の
地
中

化
に
よ
り
景
観
に
優
れ
た
ハ
イ
グ
レ

ー
ド
な
住
宅
団
地
の
誕
生
が
期
待
さ

れ
る
な
ど
、
新
た
な
住
民
を
迎
え
る

た
め
の
都
市
基
盤
整
備
も
着
実
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。
思
い
や
り
の
あ
る

住
環
境
整
備
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
、

こ
の
内
談
町
独
自
の
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
志
向
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
内
談
町
の
限

り
な
い
躍
進
と
、
町
民
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内談町長 岩本 秀雄

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

－内談町・内談町議会－
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議

会
定
例

会

第
四
回
内
談
町
議
会
定
例
会

平
成
十
五
年

第
四
回
内
談
町
議
会
定
例
会
が
十
二
月
九
日
（
火
）
か
ら
十
七
日
（
水
）
ま
で
の
九
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
十
五
年
度
内
談
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

補
正
額

三
九，
二
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

七，
六
八
六，
五
五
〇
千
円

・
障
害
者
施
策
に
係
る
支
援
費
の

増
額
等

○
平
成
十
五
年
度
内
談
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

補
正
額

△
一，
二
一
八
千
円

補
正
後
総
額

一，
四
三
二，
五
八
二
千
円

・
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
人
件
費

補
正

○
平
成
十
五
年
度
内
談
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

補
正
額

△
二，
一
二
一
千
円

補
正
後
総
額

八
四，
八
七
九
千
円

・
霊
園
整
備
工
事
費
の
精
算
等
に

伴
う
減
額
補
正

○
平
成
十
五
年
度
内
談
町
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

補
正
額

七
一
一
千
円

補
正
後
総
額

四
〇
二，
八
一
一
千
円

・
内
談
町
風
力
発
電
所
竣
工
式
費

用
等
の
追
加
補
正

○
平
成
十
五
年
度
内
談
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

補
正
額

三
一，
九
三
八
千
円

補
正
後
総
額

一，
九
二
三，
三
三
〇
千
円

・
保
険
給
付
費
等
の
増
額
補
正

○
平
成
十
五
年
度
内
談
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）

補
正
額

五
一，
三
六
一
千
円

補
正
後
総
額

九
〇
六，
六
三
三
千
円

・
保
険
給
付
費
等
の
増
額
補
正

○
平
成
十
五
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額

△
一
九
一
千
円

補
正
後
総
額

八
八
四，
八
九
三
千
円

・
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
人
件
費

補
正

○
石
川
県
中
央
広
域
圏
市
町
村
圏

協
議
会
の
組
織
及
び
規
約
の
変

更
○
石
川
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
の
組
織
及
び
規
約
の
変
更

○
河
北
郡
地
方
税
整
理
組
合
の
組

織
及
び
規
約
の
変
更

○
河
北
郡
広
域
事
務
組
合
の
組
織

及
び
規
約
の
変
更

○
河
北
郡
斎
場
施
設
組
合
の
組
織

及
び
規
約
の
変
更

○
石
川
県
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
組
合
の
組
織
及
び
規
約

の
変
更

提
出
議
案

予
算
に
関
す
る
議
案

規
約
の
変
更

○
石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ

金
組
合
の
組
織
及
び
規
約
の
変

更
○
石
川
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
等
組
合
の
組
織
及

び
規
約
の
変
更

○
事
務
の
相
互
委
託

・
以
上
九
件
に
つ
い
て
は
、
高
松

町
、
宇
ノ
気
町
、
七
塚
町
の
合

併
に
伴
う
組
織
及
び
規
約
の
所

要
の
変
更

○
西
荒
屋
室
四
十
号
線
及
び
四
十

七
号
線
の
終
点
の
変
更

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

浜
田

寛
（
西
荒
屋
）

（
新
任
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

林
腰
紀
男
（
鶴
ヶ
丘
四
）
（
新
任
）

人
事
案
件

内
談
町
道
路
線
の

変
更



「環境学習の風よ吹け」町民フォーラム開催 
11月30日（日）内談町連合婦人会、壮年会協議会の主催による町民フォーラム「環境学習の風よ吹け」が役場町

民ホールにおいて開催されました。
まず、小・中学生による事例発表が行われた後、環境コンサルタントの小野三津子さ

んを講師に迎えたワークショップを通じて「他人事から自分事へ・ゴミって何だろう？」
というテーマのもと、参加者全員が環境について考えました。
前と後ろの席の人が向かい合い、小野さんの質問のもとに意見を交換し、話し合い、

それを発表し、さらに皆で考える。このワークショップという形式は町民フォーラムで
初の試みでしたが、皆さん自分の意見を出し合い実りの多いものになったと思います。
ワークショップでは、まず「ゴミとはなんだろう？」ということから考えはじめ、「駅

で読み終えられて捨てられた新聞紙はゴミか？」「駅でゴミ箱に捨てられている新聞紙を
誰かが拾ったらそれはゴミか？」「竹やぶに捨てられている１億円はゴミか？」等など、
小野さんから提示される質問に、皆さんそれぞれに考えをめぐらしていました。そして
最終的に導いたゴミの定義として
「無用となったものでかつ経済的価値のないもの」
「これ以上価値はなく、置いておくと環境を害するもの」
「自然界にはないもの、人が作って人が不用と決めたもの」
「再利用、有効活用できないもの」
など、様々な意見が参加者の方々から飛び出しました。その処

理や利用前の段階の「そもそもゴミとは何なのか」ということを
考える機会は少ないのではないでしょうか？ ましてやこうして、
百人以上の多くの人の意見を聞くということもないでしょう。そ
の他にも、ゴミや環境に関わる多くのことを、参加者全員で考え
ました。

小野さんは次の言葉を紹介しました。
「To hear is to forget.
「To see and to hear is to remember.
「To do is to understand.」
最後の一行、「やってみることは理解すること」。重要な

のは行動することです。最後に、参加者の皆さんは「自分
への約束」として今日から自分ができることを書いてこの
ワークショップを終えました。

自分への約束
「前の人に続けてすぐにお風呂に入る」
「たばこのポイ捨てをやめる」
「無駄なものは買わない」
「分別をより徹底する」
「とにかく行動する」
「省電力に心がける」などなど

大きなことをしようとする必要もなく、こういった自分
にできることを、今日この瞬間からやっていく。１人１人
のその行動が、やがて環境を変える力になるでしょう。
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町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

事例発表
○大根布小学校5年2組
河北潟の水環境 掛下 和幸

日下 葵
小学校の総合の時間に「河北潟プロジェクト」として

魚、水、鳥、ゴミという様々な観点から河北潟を観察、
考察し、立派な発表をしてくれました。「昔のように
人と自然がふれあえるような河北潟であったらいいと
考えています。」

○内談中学校女子ソフトテニス部
ゴミ拾いについて 永井 恵 ほか
内談中学校女子ソフトテニス部では、ゴミ拾いの伝

統があります。いまでは毎週火、金曜日の朝に30分
ほど早く来て、学校のまわりのごみを拾います。それ
に関し、活動報告、感想等を述べてくれました。

講師紹介 小野三津子
お の み つ こ

環境コンサルタント。木風舎勤務を経て、1993年、（株）生態
計画研究所勤務。2001年よりフリーランスとして独立。自然
に添った「農的暮らし」を軸足に、人と人・人と自然・人と社
会との関係を深めるワークショップを各地で担当している。
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Anna:Nice talking to you.
When will I see you again?

（話ができてよかった。次はいつ会いますか？）
Michelle:I don't know.Give me a call.
（分からないわ。電話ちょうだい)

"Give me a call."
ギヴ ミー ア コール
（電話ちょうだい。）

内談町

日 時 2004年1月25日（日）1:30pm～
（受付1:00pm～）

場 所 内談町役場 町民ホール
内灘町字大学1－2－1

応募資格
小学生： 個人自己紹介英語

（低学年1―3年、高学年4―6年）
少人数自由発表（2分以内）
小学生団体自由発表（3分以上4分以内）

中学生： 自由テーマ英語（2分以上3分以内）
高校生： 自由テーマ英語（4分以上5分以内）
一般人： 自由テーマ英語（4分以上5分以内）
申込み締切： 2004年1月14日（水）
お問い合わせ
内談町教育委員会生涯学習課
TEL 286-6716 FAX 286-6714
E-mail:uchinada@hotmail.com

POIN
T!

何か欲しい場合、親しい間柄ならGive me ～が直接的で
す。Give me some money.「お金ちょうだい」Give
me a coffee.「コーヒーをくれる？」といった要領です。

新
学
習
指
導
要
領
や
学
校
週
5
日
制
の
実
施
、
教
育
基
本
法
改
正
に
向

け
て
の
議
論
の
高
ま
り
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
教
育
改
革
へ
の
取
組
が
本
格

化
す
る
と
と
も
に
、
教
育
に
対
す
る
国
民
的
関
心
が
一
層
高
ま
る
中
で
、

地
方
に
お
い
て
も
教
育
行
政
が
果
た
す
役
割
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
教
育
長
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
、
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の
推

進
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
の
連
携
・
協
力

の
促
進
等
、そ
れ
ぞ
れ
が
21
世
紀
の
教
育
が
目
指
す
大
切
な
も
の
と
考
え
、

誠
心
誠
意
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
前
職
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

略
歴昭

和
22
年
1
月
23
日
生
、
56
歳
、
西
荒
屋
イ
37
番
地
2
、

昭
和
49
年
内
談
町
教
育
委
員
会
事
務
吏
員
、
総
務
課
長
、

福
祉
課
長
、
企
画
調
整
課
長
、
都
市
計
画
課
長
、
総
務
部

長
、
町
民
部
長
、
産
業
建
設
部
長
、
企
業
局
長
を
歴
任
。

教
育
長
に
浜
田
寛
氏

教育長

浜田寛氏



消
防
設
備
士
講
習

日
時

○
消
火
設
備

平
成
16
年
2
月
12
日
（
木
）
・
2
月
13
日
（
金
）

○
警
報
設
備

平
成
16
年
2
月
16
日
（
月
）
・
2
月
17
日
（
火
）
・

2
月
18
日
（
水
）

○
避
難
設
備
・
消
火
器

平
成
16
年
2
月
19
日
（
木
）

受
講
対
象
者

1
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
二
年
以
内
の
者

2
消
防
設
備
士
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
の
者

会
場

石
川
県
厚
生
年
金
会
館
（
金
沢
市
石
引
四
｜

一
七
｜

一
）

受
付
期
間

平
成
16
年
1
月
13
日
（
火
）
〜
平
成
16
年
1
月
22
日
（
木
）

消
防
設
備
士
試
験

日
時

平
成
16
年
2
月
14
日
（
土
）
乙
種
第
四
類

乙
種
第
六
類

乙
種
第
七
類

平
成
16
年
2
月
15
日
（
日
）
甲
種
第
一
類
・
乙
種
第
一
類

甲
種
第
二
類
・
乙
種
第
二
類

甲
種
第
三
類
・
乙
種
第
三
類

甲
種
第
四
類

甲
種
第
五
類
・
乙
種
第
五
類

会
場

石
川
県
消
防
学
校
（
金
沢
市
東
蚊
爪
町
二
｜

五
）

受
付
期
間

平
成
16
年
1
月
5
日
（
月
）
〜
1
月
15
日
（
木
）

※
受
験
願
書
は
内
談
町
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
。（
牲
二
八
六
｜

三
三
〇
一
）
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消
防

だ
よ

り

火災・救急・救助は

119番

火災等情報案内

286－1999

消
防
設
備
士
講
習
及
び
消
防
設
備
士
試
験
の
案
内

内
談
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
実
施
し
た
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
等
（
通
称
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
）

の
立
入
検
査
時
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
付
す
る
「
カ
エ
ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
」

を
作
製
し
ま
し
た
。

こ
の
「
カ
エ
ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
」
の
作
製
は
今
回
が
初
め
て
で
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
員
が
「
火
の
用
心
」
の
願
い
を
込
め
て
一
生
懸
命
作
製
し

た
も
の
で
車
両
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
貼
り
付
け
る
こ
と
が
出
来
、
色

鮮
や
か
で
可
愛
ら
し
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

立
入
検
査
当
日
は
、
小
雨
の
降
る
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、
久
下
会

長
は
じ
め
参
加
し
た
ク
ラ
ブ
員
は
、
最
近
多
く
発
生
し
て
い
る
危
険
物

災
害
の
防
止
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
「
火
の
用
心
を
心
が
け
安
全

運
転
で
お
仕
事
を
し
て
下
さ
い
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
、
笑
顔

で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
マ
ス
コ
ッ
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
は
道
路
脇

や
歩
道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
位
置
を
示
す
た
め
、
標
識
を
掲
げ

て
あ
る
も
の
、
路
上
や
蓋
に
塗
色
し
て

あ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
消
防
水
利
」と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

プ
ー
ル
、
河
川
な
ど
も
消
火
活
動
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
消
防
水
利
は
、
消
防
隊
が

定
期
的
に
調
査
や
点
検
・
整
備
を
行
い
、

い
つ
ど
こ
で
火
災
が
発
生
し
て
も
直
ち

に
消
火
活
動
が
で
き
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
が
、
火
災
発
生
時
、「
消
火
栓
」

や
「
防
火
水
槽
」
付
近
へ
の
違
法
な
駐

車
車
両
が
消
火
活
動
の
障
害
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
消
防
水
利
付
近

へ
は
駐
車
し
な
い
よ
う
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
雪
の
降
る
時
期
と

な
り
ま
す
の
で
自
宅
付
近
の
消
防
水
利

の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
水
利
付
近
の
駐
車
を

禁
止
し
て
い
る
場
所

1
消
火
栓
か
ら
5
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部

分
2
消
防
用
防
火
水
槽
の
吸
水
口
若
し
く

は
吸
管
投
入
孔
か
ら
5
メ
ー
ト
ル
以

内
の
部
分

3
消
防
用
防
火
水
槽
の
側
端
又
は
こ
れ

ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入
口
か
ら
5

メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

4
指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、
河
川
等
）

の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
位
置
か

ら
5
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

「
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
」で

火
の
用
心
！！

「
消
火
栓
」「
防
火
水
槽
」

付
近
は
駐
車
禁
止
で
す



2004.1.5.（7）

図
書

館
情

報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

1
２
８
６
―
１
９
３
０

FAX
２
８
６
―
１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

あ
の
世よ

こ
の
世よ

瀬
戸
内
寂
聴

せ
と
う
ち
じ
ゃ
く
ち
ょ
う

最さ
い

後ご

の
言い

い
分わ

け

東
京
新
聞
社
編
集
局

と
う
き
ょ
う
し
ん
ぶ
ん
し
ゃ
へ
ん
し
ゅ
う
き
ょ
く

い
い
男

お
と
こ

の
条
件

じ
ょ
う
け
ん

ま
す
い
志
保

し

ほ

日に

本ほ
ん

の
論
点

ろ
ん
て
ん

文
芸
春
秋

ぶ
ん
げ
い
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

ル
ポ
解か

い

雇こ

島
本

し
ま
も
と

慈や
す

子こ

こ
れ
っ
て
、
違い

法ほ
う

で
す
か
？中

島
な
か
し
ま

茂
し
げ
る

料り
ょ
う
理り

の
科か

学が
く

佐さ

藤と
う

雅ま
さ

美み

コ
ン
ク
ー
ル
で
お
会あ

い
し
ま
し
ょ
う

中
村

な
か
む
ら

紘ひ
ろ

子こ

日に

本ほ
ん

史し

不ふ

肖
し
ょ
う

の
息む

す

子こ

森
下

も
り
し
た

賢
一

け
ん
い
ち

逃に

げ
る
男

お
と
こ

シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

阿あ

修し
ゅ

羅ら

の
ご
と
く

向
む
こ
う

田だ

邦く
に

子こ

瑠
璃

る

り

の
海う

み

小こ

池い
け

真
理
子

ま

り

こ

影か
げ

踏ふ

み

横
山

よ
こ
や
ま

秀ひ
で

夫お

花は
な

の
雲く

も

沢さ
わ

野の

ひ
と
し

北
朝
鮮
崩
壊

き
た
ち
ょ
う
せ
ん
ほ
う
か
い

へ
の
シ
ナ
リ
オ黄

フ
ァ
ン

長
二

ジ
ャ
ン
ヨ
プ

日に

本ほ
ん

を
創つ

く

っ
た
12
人に

ん

堺
さ
か
い

屋や

太た

一い
ち

絵え

で
わ
か
る
子こ

ど
も
の
心

こ
こ
ろ

名な

張ば
り

淑よ
し

子こ

〔
「
の
は
ら
う
た
2
」
 

　
　
　
　
く
ど
う
な
お
こ
と
の
は
ら
み
ん
な
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
話
屋
刊
〕
 

図
書
館
情
報

●●
『
オ
ア
シ
ス
』

生
田

紗
代

著

家
事
放
棄
の
「
粗
大
ゴ
ミ
」
＝
母
・
君
枝
と
パ
ラ

サ
イ
ト
さ
せ
ら
れ
て
い
る
姉
、
単
身
赴
任
の
父
｜
｜

そ
し
て
私
。
女
三
人
、
奇
妙
な
家
族
の
行
方
は
？

『
文
芸
』
掲
載
を
単
行
本
化
。
第
40
回
文
芸
賞
受
賞
作
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

●●
『
海
の
漂
泊
民
族
バ
ジ
ャ
ウ
』

ミ
ル
ダ
・
ド
リ
ュ
ー
ケ

著

畦
上

司

訳

陸
を
拒
み
、
文
明
に
背
を
向
け
て
生
き
る
自
由
の

民
バ
ジ
ャ
ウ
族
。
カ
レ
ン
ダ
ー
も
数
字
も
存
在
し
な

い
海
上
で
の
生
活
を
、
ド
イ
ツ
人
の
女
性
写
真
家
が

叙
情
的
に
綴
る
。
熱
帯
の
海
に
生
き
、
単
純
な
な
か

に
幸
せ
を
見
い
出
し
て
い
く
天
才
た
ち
の
物
語
。

●●
『
免
疫
力
を
つ
け
る
食
事
と
お
か
ず
』

宗
像

伸
子

著

免
疫
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
ど
の
よ
う
な
食
事

を
す
れ
ば
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
で
き
る
の
か
を
解
説
し
、

免
疫
力
が
つ
く
お
す
す
め
食
品
と
お
か
ず
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
豊
富
に
紹
介
。
食
事
で
体
を
丈
夫
に
し
よ

う
。

◎
休
館
日

1
月
20
日
（
火
）
か
ら
31
日
（
土
）

ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
、
休
館
い
た

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
移
動
図
書
館
「
し
お
さ
い

号
」
は
例
年
ど
お
り
1
月
は
お
休
み

し
ま
す
。

2
月
か
ら
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
土
曜
お
話
し
会

毎
月
第
二
土
曜
日
に
お
話
し
会
を

し
て
い
ま
す
。
1
月
は
10
日
（
土
）

で
す
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜

場
所

文
化
会
館

一
階

和
室

お
知
ら
せ



11
月
25
日
（
火
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
内
談
町
風
力
発
電
所
通
電
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
本
町
長
が
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
ゆ
っ
く
り
と
風
車
が
回
り

始
め
ま
し
た
。
風
力
発
電
施
設
は
ほ
ぼ
完
成
し
、
年
間
約
2
5
5
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
の
電
力
量
を
発
電
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
約
7
0
0
世
帯
の
年
間
消
費

電
力
量
に
相
当
す
る
電
力
量
で
あ
り
、
発
電
さ
れ
る
電
力
は
す
べ
て
北
陸
電
力

に
売
電
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
風
力
発
電

は
環
境
に
や
さ
し
い

と
い
う
特
色
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
風
力
発

電
施
設
で
発
電
さ
れ

る
の
と
同
じ
電
力
量

を
火
力
発
電
で
起
こ

し
た
の
と
比
較
す
る

と
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
年
間
9
3
0

ト
ン
ほ
ど
削
減
で
き

る
と
い
い
ま
す
。
風

車
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
開
始
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
一
度
ご
ら

ん
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

町
内
各
保
育
所
で
、
12
月
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
表

現
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
12
月
6
日
に
は
北
部
保
育
所
で

表
現
会
が
行
わ
れ
、
一
生
懸
命
練
習
し
た
踊
り
な
ど
を
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
忍
者
姿
や
は
っ
ぴ
姿
、
フ
ラ
メ
ン
コ
ス
タ
イ

ル
に
南
国
ス
タ
イ
ル
な
ど
様
々
な
服
装
に
身
を
つ

つ
み
、
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
な
が
ら
も
立
派
に
発
表

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

力
発
電
所

本
格
始
動

風

国
体
育
指
導
委
員

功
労
者
表
彰
を
受
賞

全
り
も
し
っ
か
り

お
ぼ
え
た
よ

踊 11
月
27
日
（
木
）、
岡
山
県
岡
山
ド
ー
ム
に
お
い
て
第
44

回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

席
上
、
須
崎
明
さ
ん
が
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

須
崎
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
か
ら
26
年
間
、
地
域
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」

を
標
榜
す
る
町
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
企
画
・
立
案
に
参
画

し
、
ま
た
指
導
者
と
し
て
、
積
極
的
に
推
進
し
健
康
・
体

力
づ
く
り
を
目
的
に
体
力
測
定
等
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
12
年
4
月
か
ら
町
体
育
指
導
委
員
長
や
県
体
育
指

導
委
員
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。



今回で六回目となる「内談砂丘フェスティバル」が
12月6日、内談町文化会館において開催されました。
過去のフェスティバルは、五木寛之氏のプロデュー

スで行われましたが、今回は趣向を変え、大正末期
から昭和にかけて内談町にあった、北陸の宝塚と謳
われた「粟崎遊園」のロマンあふれる歴史の一コマが
四部構成で再現されました。
第一部のシンポジウムでは、当時のスライドを見

ながら粟崎遊園の創設から全盛期、衰退までの概要
を県歴史博物館専門員の本康宏史さんが説明の後、
大衆文化の学術的な裏付けを桃山学院大学の津金澤
聡廣氏が、また少女歌劇について宝塚OGの上原ま
りさん、泉つかさ（内談出身）さんから宝塚時代のエ
ピソードをまじえての話がありました。
第二部は若草一郎一座による大衆演芸が、また、

第三部は宝塚OGの順みつきさん、上原まりさん、
平みちさんによる、トーク＆コンサート、第四部
では筑前琵琶による瀬戸内寂聴訳「源氏物語」
より、桐壺を上原まりさんが披露し、会場
に訪れた約1,000人の観衆を魅了しまし
た。

内
談
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

1
２
８
６
│

６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
談
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│

０
６
１
７
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

12
月
6
日
、
輪
島
市
文
化
会
館
に
お
い
て
夷
藤
千
明
さ
ん
と
上
出
真
千
子
さ
ん
が
石
川
県

体
育
指
導
委
員
協
議
会
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
ふ
た
り
は
、
日
頃
か
ら
地
域
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
普
及
に
尽
力
さ
れ
、

当
町
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
行
事
や
小
学
三
・
四
年
生
を
対
象
と
し
た
チ
ビ
ッ
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
指
導
を
永
年
努
め
ら
れ
る
等
、
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

川
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会

功
労
者
表
彰
を
受
賞

石 平
成
15
年
4
月
か
ら
も
え
る
ご
み
の
処
理
方
法

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
新
し
い
処
理

工
程
等
を
学
ぶ
た
め
、
去
る
11
月
27
日
（
木
）
に

23
名
の
町
民
参
加
の
も
と
河
北
郡
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
エ
コ
ラ
）
や
羽
咋
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
金
属
や

長
い
ロ
ー
プ
な
ど
処
理
で
き
な
い
ご
み
が
施
設
の

故
障
や
停
止
の
原
因
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

す
る
な
ど
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
徹
底
と
減
量
化
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

夷藤千明
（緑台）

上出真千子
（鶴ヶ丘）

み
処
理
の
現
況

視
察
研
修
実
施

ご

―エコラの中央操作室にて―
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役 場 代 表 286－1111

町 民 部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建 設 課286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総 務 部
総 務 課286－6720
町史編さん室 286－6705
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税 務 課286－6706

企 業 局
水 道 課286－1115
新エネルギー開発対策室286－1115
下 水 道 課286－6718

出 納 室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図 書 館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働 く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
蹟公共施設等管理公社286－1800
社会福祉協議会 286－6953

お問い合わせは
こちらまで

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

1
事
務
補
助
員
（
1
人
）

2
保
育
士
（
5
人
）

3
保
育
所
調
理
員
（
5
人
）

4
公
民
館
主
事
（
1
人
）

5
働
く
婦
人
の
家
業
務
員
（
1
人
）

応
募
資
格
▼

一

内
談
町
に
在
住
す
る
健
康
な
方

・
1
4
5
に
つ
い
て
は
、
55
歳
以
下

・
3
に
つ
い
て
は
、
60
歳
以
下

・
2
に
つ
い
て
は
、
45
歳
以
下

※
年
齢
は
、
平
成
16
年
3
月
31
日
現
在

二

職
種

・
2
は
保
育
士
免
許
を
有
す
る
者

・
3
は
調
理
師
免
許
を
有
す
る
者

・
1
4
5
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
で
き
る
者

・
3
以
外
に
つ
い
て
は
、
普
通
自
動
車
免

許
を
有
す
る
者

勤
務
条
件
▼

一

賃
金

月
額
1
3
6，
0
0
0
円

二

勤
務
日

原
則

月
〜
金
曜
日

（
土
、
日
曜
日
勤
務
の
職
種
有
り
）

三

そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

有そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
平
成
16
年
4
月
1
日
（木）

応
募
期
限
▼
平
成
16
年
1
月
26
日
（月）

応
募
要
領
▼
総
務
部
総
務
課
受
付
で
交
付
す

る
願
書
、
履
歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

面
接
試
験
▼
日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
、
問
い
合
わ
せ
先
▼

総
務
部
総
務
課
受
付

内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
一
級

1
名

但
し
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
経
験
五
年
間

を
有
す
る
者
（
平
成
16
年
4
月
1
日
現
在
）

応
募
資
格
▼

年
齢
35
歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
介
護
支
援

専
門
員
の
資
格
の
取
得
を
目
指
す
方

勤
務
条
件
▼

1
給
料
月
額
1
4
5，
5
0
0
円

2
一
週
間
当
り
40
時
間
勤
務

3
社
会
保
険
等
有
り
、
各
種
手
当
に
つ
い
て

は
法
人
規
定
に
よ
る

採
用
予
定
日
▼
平
成
16
年
4
月
1
日
（木）

応
募
要
領
▼
内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
交

付
す
る
願
書
、
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
平
成
16
年
2
月
3
日
（火）

面
接
試
験
▼
日
時
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
、
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
談
町
嘱
託
職
員
募
集

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

冬
期
間
は
凍
結
に
よ
っ
て
水
道
管
が

破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
の
配
管
や
蛇
口
付
近
は
破
損
事
故
に

あ
い
や
す
い
の
で
、
保
温
材
と
し
て
、
簡
単

に
で
き
る
保
温
チ
ュ
ー
ブ（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

等
に
あ
り
ま
す
）
を
巻
く
か
、
あ
る
い
は
夜

間
に
蛇
口
か
ら
少
し
水
を
出
し
て
お
く
等
を

し
て
凍
結
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
漏
水
し
た
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー
器

横
の
止
水
バ
ル
ブ
で
水
を
止
め
、
水
道
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
破
損
は
し
て
い
な
い
が
凍
結
し
て

水
が
出
な
い
場
合
は
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ

ル
や
布
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

と
か
け
て
く
だ
さ
い
（
熱
湯
を
急
に
か
け
た

り
す
る
と
ヒ
ビ
割
れ
や
破
損
を
お
こ
す
場
合

が
あ
り
ま
す
）。
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平
成
16
年
内
談
町
立
志
式

日
時
▼
平
成
16
年
1
月
30
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜

会
場
▼
文
化
会
館
一
階
大
ホ
ー
ル

第
一
部
▼
式
典

第
二
部
▼
記
念
講
演

演
題

「
夢
に
再
挑
戦
」

講
演
者

金
沢
学
院
大
学
教
務
助
手

板
倉
美
紀
氏
（
陸
上
競
技
競
歩
選
手
）

気
も
ち
は
こ
と
ば
を

さ
が
し
て
い
る

お
話
し
会
を
開
き
ま
す
。
ご
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

冬
の
日
の
午
後
、
水
野
ス
ウ
さ
ん
の
言
葉

に
耳
を
か
た
む
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
自

分
の
気
持
ち
に
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師
▼
水
野
ス
ウ

日
時
▼
2
月
3
日
（火）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場
▼
働
く
婦
人
の
家
2
階
講
習
室

水
野
ス
ウ
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
あ
り
が
と
う
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」「
ま
わ
れ

か
ざ
ぐ
る
ま
」「
出
逢
い
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ィ
」

な
ど
、
著
書
多
数
。
1
9
8
3
年
よ
り
自
宅

で
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
「
紅
茶
の
時
間
」
を
は

じ
め
る
。
津
幡
町
在
住
。

参
加
費
▼
紅
茶
代
と
し
て
1
0
0
円

申
し
込
み
先
▼
1
月
30
日
ま
で
に
お
電
話
に

て
「
働
く
婦
人
の
家
」
ま
で

平
成
16
年
度

小
・
中
学
校

入
学
児
の
保
護
者
の
方
へ

平
成
16
年
4
月
に
小
学
校
及
び
中
学
校
へ

入
学
さ
れ
る
お
子
様
に
対
し
、
教
育
委
員
会

よ
り
1
月
下
旬
に
「
入
学
通
知
書
」
が
発
送

さ
れ
ま
す
。

義
務
教
育
期
間
に
あ
た
る
適
齢
の
お
子
様

に
対
し
て
は
入
学
の
許
可
を
、
そ
の
保
護
者

に
つ
い
て
は
子
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
責

任
を
も
っ
て
履
行
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
う

お
知
ら
せ
で
す
。

「
入
学
通
知
書
」に
は
お
子
様
が
4
月
か
ら
入

学
す
る
学
校
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
転

居
の
予
定
が
あ
る
な
ど
、
事
前
に
教
育
委
員

会
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
以
外
は
、
全

て
平
成
16
年
1
月
1
日
現
在
の
住
民
登
録
に

基
づ
い
て
学
校
が
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
私
立
・
国
立
の
学
校
へ
の
入
学
を

考
え
て
い
る
方
は
、
入
学
が
確
定
し
た
後
、

教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

第
8
回
砂
丘
絵
手
紙
倶
楽
部

年
賀
状
展

会
期
▼
1
月
14
日
（水）
〜
30
日
（金）

会
場
▼
鶴
ヶ
丘
郵
便
局

主
催
▼
内
談
町
ふ
れ
あ
い
絵
手
紙
教
室

で
学
ぶ

笑
っ
て
、
楽
し
ん
で
、
考
え
て
下
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を
題
材
と
し
た
、
ユ

ニ
ー
ク
で
楽
し
い
対
談
＆
講
談
形
式
の
講
演

会
で
す
。
入
場
無
料
で
す
。
女
性
も
男
性
も

気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

日
時
▼
平
成
16
年
2
月
10
日
（火）

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
所
▼
内
談
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

講
師
▼
渥
美
雅
子
（
弁
護
士
）

渥
美
剛
治
（
講
談
塾
塾
長
）
夫
妻

主
催
▼
内
談
町
・
内
談
町
教
育
委
員
会

後
援
▼
石
川
県

協
賛
▼
内
談
町
連
合
婦
人
会

内
談
町
壮
年
会
協
議
会

演
題
▼

（
仮
題
）
男
女

と

も

に
か
が
や
い
て
生
き
る
た
め
に

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

内
談

出
演
者
募
集

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
を
結
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
楽

器
を
お
持
ち
の
方
で
ジ
ャ
ズ
演
奏
に
興
味
の

あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
平
成
16
年
4
月
18
日
（日）

午
後
2
時
〜
4
時

会
場
▼
内
談
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

主
催
▼
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
内
談

実
行
委
員
会

共
催
▼
内
談
町
教
育
委
員
会

締
め
切
り
▼
1
月
16
日
（金）

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

石
川
県
主
催

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

会
場
▼
金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ

日
程
▼
1
月
8
・
9
日
、
14
・
15
日
、
16
・
17

日
、
24
・
25
日
、
28
・
29
日
、
31
・
2
月
1
日

内
容
▼
セ
ミ
ナ
ー
2
日
間
（
10
時
〜
17
時
）

後
日
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
2
回（
各
1
時
間
）

実
施
・
運
営
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
金
沢
本
校

1
2
2
4
―

5
0
0
1

※
参
加
は
無
料
で
す

お二人は、講談師の宝井琴梅・琴桜先生の協力
を得て1997年11月に渥美講談塾を開設し、夫
妻で精力的にボランティア活動を行っています。

笑いながらも、
考えさせられる、
魅力ある内容で
す。
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せ
て
い
ま
す
。
あ
わ
て
ず
、
落
ち
着
い
て

お
話
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
1
1
0
番
は
、
す
べ
て
石
川
県
警
察
本
部

（
金
沢
市
）
通
信
指
令
室
に
か
か
り
ま
す
。

緊
急
性
の
あ
る
事
件
、
事
故
以
外
は

・
警
察
相
談
専
用
電
話

#
9
1
1
0
番

・
管
轄
の
警
察
署
、
交
番

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
い
た
ず
ら
の
1
1
0
番
は
法
律
で
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

石
川
県
警
察
本
部

津
幡
警
察
署

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
談
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼

昭
和
14
年
２
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
１
級
・

２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
の
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
１
月
26
日
（月）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

※
該
当
者
の
方
に
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

1
月
10
日
は『
1
1
0
番
の
日
』

わ
が
街
の
安
全
・
安
心
1
1
0
番

全
国
統
一
標
語

「
身
近
な
犯
罪

防
ぐ
あ
な
た
の
1
1
0
番
」

石
川
県
警
で
は
、
毎
年
1
月
10
日
を
「
1

1
0
番
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
今
一
度

1
1
0
番
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
1
1
0
番
の
か
け
方
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1
何
が
あ
っ
た
か

（
事
件
で
す
か
？

事
故
で
す
か
？
）

2
い
つ
、
ど
こ
で

（
市
町
村
名
、
地
番
、
目
標
物
を
）

3
事
件
の
犯
人
、
事
故
の
相
手
は
ど
う
し
た

か
（
そ
こ
に
い
る
、
逃
げ
た
、
人
相
、
特
徴
は
）

4
あ
な
た
の
住
所
、
お
名
前
、
電
話
番
号

・
そ
の
他
、
係
官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
携
帯
電
話
か
ら
1
1
0
番
を
か
け
る
場
合

・
運
転
中
は
必
ず
車
を
停
止
さ
せ
て
か
ら
1

1
0
番
し
て
く
だ
さ
い
。

・
移
動
し
な
が
ら
の
1
1
0
番
は
通
話
が
途

切
れ
ま
す
し
、
危
険
を
伴
い
ま
す
。

・
特
別
な
か
け
か
た
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ま
ま
「
1
1
0
番
」
を
プ
ッ
シ
ュ
し

て
く
だ
さ
い
。

■
注
意

☆
1
1
0
番
は
通
報
を
受
け
な
が
ら
、
無
線

指
令
に
よ
り
パ
ト
カ
ー
を
現
場
へ
向
か
わ

※
な
お
、
す
で
に
総
括
表
（
給
与
支
払
報
告

書
用
）
を
お
送
り
し
て
あ
る
事
業
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
必
ず
添
付
方
お
願
い
し
ま
す
。

「
償
却
資
産
申
告
書
」の
提
出
に
つ
い
て

内
談
町
内
に
償
却
資
産
（
土
地
・
家
屋
以

外
の
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
機
械
・
器
具

及
び
付
属
設
備
な
ど
）
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
次
の
と
お
り
必
要
事
項
を
記
入
し
た
償

却
資
産
申
告
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1
平
成
15
年
度
の
償
却
資
産
申
告
書
を
提
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
15
年
中
の
増
加

又
は
減
少
資
産
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

2
平
成
15
年
1
月
1
日
以
降
に
事
業
を
開
業

し
た
方
、
又
は
税
務
課
か
ら
償
却
資
産
申

告
書
に
「
全
資
産
申
告
」
と
お
願
い
し
た

方
は
、
平
成
16
年
1
月
1
日
現
在
の
全
資

産
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

3
償
却
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合
、
又
は
廃

業
、
解
散
さ
れ
た
場
合
で
も
そ
の
旨
を
備

考
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
日
▼
平
成
16
年
1
月
23
日
（金）

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
2
月

2
日
（月）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
務
処
理
の

都
合
上
、
前
記
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
・
間
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

土
地
・
家
屋
の
異
動
届
出
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
決

定
す
る
た
め
、
平
成
15
年
中
に
異
動
の
あ
っ

た
土
地
、
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
平
成

16
年
1
月
16
日
（金）
ま
で
に
、
役
場
税
務
課
へ

申
告
又
は
届
出
を
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
届
出
の
必
要
な
方
は
、
平
成
15
年

度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
の
最
終
ペ
ー
ジ

添
付
の
「
は
が
き
」
を
お
使
い
下
さ
い
。

【
届
出
の
必
要
な
方
】

1
住
宅
用
地
を
取
得
さ
れ
た
場
合

2
住
宅
用
地
を
変
更
し
た
場
合

3
家
屋
の
増
築
を
し
た
場
合

4
未
登
記
の
家
屋
を
売
買
し
た
場
合

5
住
宅
を
住
宅
以
外
に
使
用
し
た
場
合

6
住
宅
以
外
の
家
屋
を
住
宅
と
し
て
使
用
し

た
場
合

「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出
に
つ
い
て

「
事
業
主
の
皆
様
方
へ
」

毎
年
1
月
1
日
現
在
で
、
給
与
を
支
払
っ

て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
法
の
定
め
に
よ
り

前
年
中
に
支
払
っ
た
給
与
の
総
額
等
必
要
事

項
を
記
入
し
た
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
日
▼
平
成
16
年
2
月
2
日
（月）

提
出
先
▼
従
業
員
の
平
成
16
年
1
月
1
日
現

在
の
居
住
地
の
市
区
町
村
住
民
税
担
当
課

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ



2004.1.5.（13）

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

障
害
者
有
料
道
路
等
通
行
料

の
割
引
に
つ
い
て

昨
年
12
月
1
日
よ
り
、
障
害
者
割
引
制
度

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
今
お
手
元
に
あ
る

割
引
証
の
有
効
期
限
は
今
年
の
5
月
末
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。
有
料
道
路
等
の
割
引
の
証

明
を
役
場
窓
口
で
行
い
ま
す
の
で
、

1
障
害
者
手
帳

（
療
育
手
帳
B
や
精
神
障
害
者
手
帳
を
お
も

ち
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
）

2
車
検
証

3
運
転
免
許
証

（
障
害
者
ご
本
人
が
運
転
の
場
合
の
み
）

4
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
割
引
証

（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

を
持
っ
て
町
民
生
活
課
の
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
障
害
の
内
容
に
よ
っ
て
は
割
引

の
証
明
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

な
お
、
E
T
C
利
用
に
よ
る
割
引
及
び
車

載
器
購
入
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
詳
細
は
窓

口
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

屋
内
温
水
プ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
修
繕
工
事
の
た
め
、

平
成
16
年
1
月
31
日
ま
で
、
臨
時
休
館
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
客
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
了

承
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
通
常
ど
お
り
営
業
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
ほ
ど
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

《
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
》

内
容
▼
水
中
で
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
簡
単
ス

テ
ッ
プ
、
ワ
ン
ツ
ー
♪

ワ
ン
ツ
ー
♪

足

腰
に
や
さ
し
く
、
水
が
苦
手
な
方
も
楽
し
く

レ
ッ
ス
ン
に
参
加
で
き
ま
す
。

期
間
▼
2
月
18
日
〜
3
月
24
日
（
6
回
）

曜
日
▼
水
曜
日

時
間
▼
午
後
1
時
45
分
〜
3
時
30
分

午
後
7
時
25
分
〜
8
時
30
分

定
員
▼
各
20
名

受
講
料
▼
各
3，
3
7
0
円

《
体
力
ア
ッ
プ
ク
ラ
ス
》

内
容
▼
音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ

を
組
合
せ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
す
。
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
取
り
入
れ
疲
れ
知
ら
ず
の
身

体
に
！

初
め
て
の
方
も
マ
ス
タ
ー
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
間
▼
1
月
23
日
〜
3
月
19
日
（
9
回
）

曜
日
▼
金
曜
日

時
間
▼
午
後
7
時
25
分
〜
8
時
30
分

定
員
▼
15
名

受
講
料
▼
5，
0
6
0
円

※
注

1
受
付
は
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

2
申
し
込
み
は
直
接
、
温
水
プ
ー
ル
ま
で
お

願
い
し
ま
す
（
電
話
で
の
受
付
は
致
し
ま

せ
ん
）

3
詳
し
い
要
項
は
温
水
プ
ー
ル
ロ
ビ
ー
に
お

い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
自
由
に
お
持
ち
下

さ
い
。

★
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

2
F
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
マ
シ
ー
ン
の
使
用
方
法
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
な
ど
親
切
、
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
券
は
購
入

し
て
く
だ
さ
い
）

期
間
▼
1
月
27
日
、
2
月
24
日
、
3
月
23
日

時
間
▼
午
後
6
時
〜
9
時

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

牲
2
8
6
―

1
8
0
0

冬
の
教
室
受
講
生
募
集
中
！！
《
先
着
順
》

無
料
だ
よ
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審
査
は
ど
う
い
う
と
き
に
？

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
、
犯
罪
を
告

訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
を
不
服
と
し
て
検
察
審
査
会
に
申
立
て

が
あ
っ
た
と
き
に
審
査
を
始
め
ま
す
。

ま
た
、
検
察
審
査
会
は
、
被
害
者
な
ど
か

ら
の
申
立
て
が
な
く
て
も
、
検
察
官
が
不
起

訴
に
し
た
事
件
を
職
権
で
取
り
上
げ
て
審
査

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

審
査
の
方
法
は
？

検
察
審
査
会
は
、
検
察
審
査
員
11
人
全
員

が
出
席
し
た
上
で
、
検
察
審
査
会
議
を
開
き

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
検
察
庁
か
ら
取
り
寄
せ

た
事
件
の
記
録
を
調
べ
た
り
、
証
人
を
呼
ん

で
事
情
を
聞
く
な
ど
し
、
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
の
よ
し
あ
し
を
一
般
国
民
の
視
点
で
審

査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
は
？

検
察
審
査
会
で
審
査
を
し
た
結
果
、
更
に

詳
し
く
捜
査
す
べ
き
で
あ
る
（
不
起
訴
不
当
）

と
か
、
起
訴
を
す
べ
き
で
あ
る
（
起
訴
相
当
）

と
い
う
議
決
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
検
察
官

は
、
こ
の
議
決
を
参
考
に
し
て
事
件
を
再
検

討
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
起
訴
を
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
と
き
は
、

起
訴
の
手
続
が
と
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は
？

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
、
一
般
の

国
民
を
代
表
し
て
、
検
察
官
が
被
疑
者
（
犯

罪
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
る
者
）
を
裁
判
に
か

け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し

あ
し
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事
と
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
検
察
審
査
員
又
は
補
充
員（
検

察
審
査
員
に
欠
員
が
で
き
た
と
き
な
ど
に
、

こ
れ
に
代
わ
っ
て
検
察
審
査
員
の
仕
事
を
す

る
人
）
と
し
て
選
ば
れ
た
人
は
約
49
万
人
に

も
な
り
、
多
く
の
人
達
が
国
民
の
代
表
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

検
察
審
査
員
は
ど
う
や
っ
て

選
ば
れ
る
？

有
権
者
の
中
か
ら
、
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
い
て
『
く
じ
』
を
行
い
検
察
審
査

員
候
補
者
と
な
る
4
0
0
名
を
選
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
市
町
村
職
員

の
立
会
の
も
と
検
察
審
査
会
事
務
局
に
お
い

て
再
度
『
く
じ
』
が
行
わ
れ
、
1
・
4
・
7
・

10
各
月
末
日
に
5
ま
た
は
6
名
ず
つ
検
察
審

査
員
が
選
定
さ
れ
ま
す
。

お問い合わせは 内談町選挙管理委員会 286－6720
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予
防
対
策
を
万
全
に
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
／

S
A
R
S
対
策

今
冬
の
再
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
新
型
肺
炎

S
A
R
S
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
初
期
症
状
が
極
め
て
よ

く
似
て
お
り
、
混
乱
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
も
日
頃
か
ら
予
防
対

策
に
努
め
、
元
気
に
こ
の
冬
を
乗
り
き
り
ま

し
ょ
う
。

S
A
R
S
初
期
症
状

高
熱
・
咳
・
関
節
痛
・
下
痢
・

呼
吸
困
難
等

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
初
期
症
状

高
熱
・
咳
・
関
節
痛
・
全
身
倦
怠
感
・

咽
頭
痛
・
頭
痛
・
嘔
吐
等

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
法

1
こ
ま
め
に
手
を
洗
う
。（
外
出
か
ら
戻
っ
た

時
や
食
事
の
前
）

2
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
期
に
は
人
ご
み

を
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

3
マ
ス
ク
を
す
る
。

4
う
が
い
を
す
る
。

5
か
ぜ
の
症
状
が
出
始
め
た
ら
、

早
め
に
受
診
す
る
。

1 11月21日 内談駅前歩道補修工事 三洋建設㈱ 4,147,500
2 12月01日 北部土地区画北部3号公園実施設計業務委託 日本海コンサルタント㈱ 5,092,500
3 12月01日 鶴ヶ丘2丁目地内道路新設工事測量設計委託業務 ㈱東洋設計 1,312,500

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者
平成15年度入札契約一覧（100万円以上）

契約金額（税込み）
（単位：円）

34 11月21日 内談町屋内温水プール補修工事 ㈱表組 12,810,000 13,280,400
35 11月21日 幹9号宮坂海浜線消雪管布設工事4工区 ㈱表井建設 6,247,500 6,416,550
36 12月01日 北部土地区画G48街区宅地整地工事 ㈲中和建設 17,640,000 17,888,850
37 12月01日 北部土地区画G49、52、53街区宅地整地工事 ㈱表井建設 20,265,000 20,695,500
38 12月01日 北部土地区画G50、51街区宅地整地工事 浅田建設㈱ 17,692,500 17,869,950
39 12月01日 内談町文化会館舞台機構電気・ワイヤーロープ改修工事 三精輸送機㈱ 19,635,000 20,430,900

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

内談町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を昨年度から試行しています。試行の対象は予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格試行対象工事）

第４期第３期
平成15年度

第１期 第２期

介護保険からのお知らせ １月は介護保険料の納期です

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成15年度中に65歳に到達される方については、平成16年９月までは普通徴収となります。

○特別徴収（年金からの天引き）
平成14年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、原則、平成15年10月から

納付方法が年金からの天引き（特別徴収）に変更となっていますので、ご注意ください。

（普通徴収の納期）

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成15年度第4期分の納期限は、2月2日（月）
です。納め忘れのないようにお願いします。

◎介護保険に関するお問い合わせは 町民部介護保険室

第５期

７月10日～
７月31日

９月１日～
９月30日

11月１日～
12月1日

１月１日～
2月2日

３月１日～
３月31日

保険料の納入には便利な口座振替を

保険料の納入には口座振替による納入
が便利です。金融機関・郵便局・役場で
手続きができます。

年金のお届けもお忘れなく

年金についての届け出が遅れると、年金が受けられ
なくなり、介護保険料の天引きができなくなる場合が
あります。年金の現況届は速やかに提出しましょう。
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町
史
編
さ
ん
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

内
談
町
で
は
、
平
成
16
年
度
発
刊
を
目
指

し
て
、「
内
談
町
史
第
二
編
」
の
編
さ
ん
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
の
お
宅
に
昔
の
内
談
町
の

風
景
や
今
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
校
等

の
建
物
、
当
時
の
生
活
の
様
子
が
わ
か
る
写

真
、
絵
、
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
古
文
書
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

是
非
町
史
編
さ
ん
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
借
り
し
た
写
真
、
絵
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
は

責
任
を
も
っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
町
史
編
さ
ん
室

1
月
は
「
食
を
考
え
る
月
間
」

で
す

農
林
水
産
省
で
は
、
毎
年
1
月
を
「
食
を

考
え
る
月
間
」
と
し
、「
食
」
に
関
す
る
様
々

な
情
報
の
受
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

な
ど
、
皆
さ
ん
に
広
く
「
食
」
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
取
組
予
定
に
つ
い
て
は
、
北
陸

農
政
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.ho
kuriku.m

aff.go
.jp/

ヤ
ミ
金
業
者
等
の
預
金
口
座

の
不
正
利
用
に
対
す
る
北
陸

財
務
局
の
対
応

近
時
、
ヤ
ミ
金
融
業
者
等
に
よ
っ
て
預
金

口
座
を
利
用
し
た
違
法
な
取
立
て
が
行
わ
れ

た
り
、
使
用
し
て
い
な
い
有
料
サ
イ
ト
の
架

空
請
求
書
が
送
り
つ
け
ら
れ
て
預
金
口
座
へ

の
振
込
み
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
、
金
融
機
関

の
預
金
口
座
を
利
用
し
た
悪
質
な
事
例
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
陸
財
務
局
で
は
、
金
融
機
関
の
預
金
口

座
を
不
正
に
利
用
す
る
こ
う
し
た
悪
質
な
事

例
に
対
し
次
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

1
金
融
機
関
に
対
し
て
、
口
座
名
義
人
不
存

在
の
場
合
、
口
座
譲
渡
等
が
行
わ
れ
た
場

合
、
法
令
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
に

利
用
さ
れ
、
ま
た
は
、
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
等
に
は
、
預
金
取

引
停
止
や
、
預
金
口
座
解
約
が
迅
速
か
つ

適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
要
請
。

2
北
陸
財
務
局
で
は
、
ヤ
ミ
金
融
、
架
空
請

求
等
に
関
す
る
預
金
口
座
の
情
報
受
付
。

3
寄
せ
ら
れ
た
ヤ
ミ
金
融
、
架
空
請
求
等
に

関
す
る
預
金
口
座
の
不
正
利
用
に
関
す
る

情
報
は
、
明
ら
か
に
信
憑
性
を
欠
く
と
認

め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
金
融
機
関

及
び
警
察
当
局
へ
速
や
か
に
提
供
す
る
。

情
報
提
供
先
▼

北
陸
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第
一
課

1
2
9
2
―

7
8
5
5

F
A
X
2
9
2
―

7
8
7
8

業
別
最
低
賃
金
」に
つ
い
て
は
、
5
件
の
「
産

業
別
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
、
日
額
の
最

低
賃
金
が
廃
止
さ
れ
て
時
間
額
の
み
と
な
り
、

こ
の
う
ち
3
件
の
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が

1
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
平

成
15
年
12
月
26
日
、
27
日
又
は
12
月
31
日
か

ら
発
効
し
ま
す
。

本
年
度
の
石
川
県
内
の
各
最
低
賃
金
の
改

正
状
況
に
つ
い
て
は
、
県
内
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
「
石
川
県
最
低
賃
金
」
は
、

時
間
額
6
4
5
円
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。（
時
間
額
6
4
5
円
は
平

成
13
年
度
に
改
正
さ
れ
た
金
額
で
す
）。

ま
た
、
特
定
の
産
業
を
対
象
と
す
る
「
産

産業別最低賃金

石川県紡績、染色整理、綱・網製造業最低賃金

石川県金属素形材製品、ボルト・ナット・リベ
ット・小ねじ・木ねじ等、その他の金属製品、一
般機械器具、発電用・送電用・配電用・産業用電
気機械器具製造業最低賃金

石川県自動車・同附属品、自転車・同部分品製
造業最低賃金

石川県洋食器・刃物・手道具・金物類製造業最
低賃金（略称）

石川県民生用電気機械器具、電子応用装置、情
報通信機械器具、電子部品・デバイス、磁気テ
ープ・磁気ディスク製造業最低賃金

石川県百貨店,総合スーパー最低賃金

日額

日額廃止

時間額

693円

発効年月日

平成15年12月31日

737円 平成15年12月31日

776円 平成15年12月26日

776円 平成15年12月26日

763円6,102円 平成11年12月26日

石川県建設用・建築用金属製品製造業最低賃
金（略称） 676円5,406円 平成 5年12月26日

713円 平成15年12月27日

石
川
県
内
の
最
低
賃
金
の
改
正
の
お
知
ら
せ

詳細は、石川労働局労働基準部賃金室「265－4425」
又は最寄りの労働基準監督署にお尋ね下さい。
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物 家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（12月17日まで受付分）

希望者 提供者交渉成立

環境対策室

紹介登

録
（
６
カ
月
間
）

登

録
（
６
カ
月
間
）

不用品リサイクルの登録情報は内談町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

譲
り
ま
す

新
着
情
報

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●ゴルフクラブ一式（男性用と女性用）
●テニスシューズ（男性用25.5cm女性用24.0cm）
●Ａ型ベビーカー
●ベビーベッド
●米びつ付レンジ台
●ブリタニカ百科辞典（全30冊）

●譲って下さい（希望品）
アップライトピアノ、大きめの本棚、女児洋服110cm、
和服の帯、自転車の空気入れ、折りたたみ式自転車、
14インチテレビ、一輪車、ノートパソコン、
マージャン台と牌、二段ベッド
駅西スイミングスクールの帽子とリュック、婦人用自転車、
清湖小体そうズボン（140cm以上）、ベビーチェアか踏み台、
清湖小体そう服上下（140～150cm）、くみひも台（角・丸）
向粟崎小学校女児制服140cm程度、幼児用自転車、
子供用自転車（14インチ、補助輪のあるもの）、
子供用自転車16インチ（男児用）

●譲ります（提供品）
洋服ダンス（茶色、木目）
書棚 バイオリンの肩あて
練炭 練炭火鉢 七輪 4～5才用男児洋服
ネコ用トイレ
おもちゃの乗り物（室内用） 赤い三輪車
清湖小女児スカート（120cm）
カラー積木 新生児の肌着
女児洋服（130、140）

不用品リサイクル登録情報

1
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
時
▼
1
月
16
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜

場
所
▼
文
化
会
館

3
階

視
聴
覚
室

演
題
▼「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
自
己
実
現
の
道
」

講
師
▼
金
沢
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
ま
い
ど
さ
ん
」

幹
事

横
山

充

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談
（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
談
町
働
く
婦
人
の
家

と

き
▼
1
月
16
日
（金）

午
後
1
時
〜
4
時

今
月
の
納
税
納
期
限
平
成
16
年
2
月
2
日
（月）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
―

○
国
民
健
康
保
険
税

第
10
期

○
町
民
税
・
県
民
税

第
4
期

町
税
（
町
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続

き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金

庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

3才児健診
1月13日（火）対象12年 9月生
2月10日（火）対象12年10月生

（受付時間）13：00～14：00

ツベルクリン反応検査とBCG接種
1月27日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

1月29日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成15年9月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●BCG 接種（受付時間）13：15～14：00

｝
2月24日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

2月26日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成15年10月生｝

平日 9：00～12：00
（月～金）

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ
・オムツやごみは持ち帰ってネ
・おもちゃや絵本はかたづけてネ

平日 9：00～12：00
13：00～17：00

土曜日
10：00～12：00

（月～金）

～～～～
～～～～～～～～～

4か月児健診
1月 27日（火）対象15年 9月生
2月 24日（火）対象15年 10月生

（受付時間）13：00～14：00

1月15日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

絵本の読みきかせのほか、フリートー
クもあります。どなたでもお気軽におい
でください。

『せきたんやのくまさん』
さく・え フィービと

セルビ・ウォージントン
やく いしいももこ

今月のテーマ『冬のおはなし』

すくすく赤ちゃん!!
1月22日（木）
13：30～14：00
（受付 13：00～13：30）

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

0才児の親子あそびの教室

◎親子で遊ぼう
『段ボールであそぼう』

1才6か月児健診
1月 20日（火）対象14年 6月生
2月 17日（火）対象14年 7月生

（受付時間）13：00～14：00

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

1月21日（水）
10：00～11：00
（受付9：30～10：00）

※受付時間をすぎた時は、入室できな
い場合があります。

どなたでも
お 軽に
おいでください

どなたでも
お気軽に
おいでください

ひよこっこサークル
2月4日（水）対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30

教 室 13：30～15：00

（内容）こどもたちの栄養を考えよう
～離乳食すすんでる？～

※ 5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方な
どで聞きたいことがある方はお越しください。

マタニティクラス
2月6日（金）

★妊娠による体の変化を知ろう
★母乳について
★助産師さんに聞いてみよう！！
お産の質問アラカルト

2月13日（金）
★楽なお産のためにストレッチ体操で
リラックス
★お母さんと赤ちゃんの歯の健康

2月20日（金）
★何が必要？ 赤ちゃん用品
★気をつけたいね！ バランスの良い食事

3月11日（木）
★赤ちゃんとふれあいタイム
★“先輩ママ”と“これからママ”の妊娠・
出産・育児の本音！

（時間） 受付・尿検査 13：00～13：30
教 室 13：30～15：30
※3月11日は 13：30～15：00

みんなで遊ぼう
『雪あそびごっこ』
もってくるもの

ハサミ
ホッチキス
クレヨン



な
ま
え

住

所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

辰
橋

た
つ
は
し

悠ゆ
づ

央き

浜は
ま

辺べ

育い
く

弥や

敦つ
る

賀が

航こ
う

太た

横
谷

よ
こ
た
に

駿
甫

し
ゅ
ん
す
け

北き
た

健け
ん

太た

郎ろ
う

出で

島じ
ま

綾あ
や

美み

高
藤

た
か
ふ
じ

辰た
つ

司し

森も
り

田た

純
葵

あ

つ

き

東ひ
が
し

優ゆ
う

奈な

中
村

な
か
む
ら

大
陽

た
い
よ
う

寺て
ら

出で

花か

音の
ん

長な
が

田た

優
良

ゆ

ら

森
本

も
り
も
と

拓た
く

海み

中
村

な
か
む
ら

怜れ
い

史じ

栗く
り

田た

真ま
さ

冴き

（ （ （ （
佐さ

藤と
う

清き
よ

貴た
か

鶴
ヶ
丘
2

宮み
や

川か
わ

千ち

春は
る

金
沢
市

奥お
く

野の

貴た
か

大ひ
ろ

緑
台
1

越こ
し

山や
ま

真ま

理り

富
山
県

塩し
お

谷た
に

剛た
け

史し

鶴
ヶ
丘
1

山や
ま

本も
と

美み

奈な

向
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次回のまいどさんは竹田さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

竹田 秀治さん（大根布8）

今月は 中西さん から紹介のあった、竹田 秀治さんに登場していただきます。

若い頃ずっとサッカーをしていました。今ではさすがに現役は退き
ましたが、会社のサッカーチームの監督をしています。監督といってもマ
ネージャーあるいは世話役のようなものですけどね。土日を利用して活
動しているのですが、たいへんリフレッシュできます。また、スポーツを
通して若い人たちと交流を持つことは良いことです。一緒に飲んだりす
ると、こっちの気持ちも若くなりますね。
私は昭和62年にこの町に来ました。こちらに来てしばらくの頃、大根

布の大祭に誘われ、神輿をかつぎました。厄年の男性がかつぐということ
で2年ほど神輿をかつがせてもらったのですが、そういった郷土の祭に
新しく入ってきた者はなかなか参加できないと思っていたので非常に嬉
しかったことを覚えています。内灘には伝統的なものと新しいものが織
り合わさっていますね。更に、内談の自然と文化もうまく調和させながら、
より魅力的な街になるよう期待します。

町へ一言：自然が溢れる河北潟、大野川周辺に散策コースを作ってほしい
です。

なかにし たけだ しゅうじ
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山田航生君（大根布6）
父 裕史さん
母 絵美さん

「航生のおかげで我が家に
笑顔が増えたよ。
ありがとう！」
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新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ 4月1日から下記のとおり毎週月・

木曜日の地区と火・金曜日の地区に変わりました。

2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大学 1 丁目

大学 2 丁目

大 根 布

宮 坂

北部土地区画

西 荒 屋

室

湖 西

16
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

16
18：30～19：30

16
19：00～20：00

16
19：30～20：30

15
19：00～20：00

15
20：00～21：00

15
19：00～20：00

16
6：30～7：30

23
6：30～7：30

22
19：00～20：00

22
19：00～20：00

18
8：00～8：30

23
8：00～9：00

23
19：00～20：00

23
18：30～19：30

23
19：00～20：00

23
18：00～19：00

23
19：00～20：00

23
18：00～19：00

23
11：00～12：00

20
19：00～20：00

資源物もえない
ごみもえるごみ

1月 2月

20
18：30～19：30

20
19：00～20：00

20
19：30～20：30

19
19：00～20：00

19
20：00～21：00

19
19：00～20：00

20
6：30～7：30

27
6：30～7：30

26
19：00～20：00

26
19：00～20：00

22
8：00～8：30

27
8：00～9：00

27
19：00～20：00

27
18：30～19：30

27
19：00～20：00

27
18：00～19：00

27
19：00～20：00

27
18：00～19：00

27
11：00～12：00

14

〃

〃

〃

16

〃

〃

9

16

9

〃

〃

〃

7

〃

〃

〃

〃

〃

〃

毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

18

〃

〃

〃

13

〃

〃

6

13

6

〃

〃

〃

4

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,741
449
430
796
1,265
732
1,605
991
686
1,625
530
426
375
432
121
536
241
88

13,069
△3

1,802
538
458
855
1,269
797
1,664
1,103
723
1,660
503
615
380
454
117
555
270
85

13,848
1

3,543
987
888
1,651
2,534
1,529
3,269
2,094
1,409
3,285
1,033
1,041
755
886
238
1,091
511
173

26,917
△2

1,179
355
324
602
808
520
1,104
737
522
1,082
487
578
266
261
71
318
151
54

9,419
6

内談町字別人口世帯数 平成15年11月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区 分
人 口

男 女 総 数
世帯数

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　1286－6720

1～2月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住 所 T E L
1/11
（日）

1/12
（月・祝）

1/18
（日）

1/25
（日）

2/1
（日）

2/8
（日）

2/11
（水・祝）

西田医院（内･小） 内談町アカシア1丁目26 238-3514

柴田クリニック（小･皮） 津幡町加賀爪ホ286 289-2572

舘小児科クリニック 内談町大根布7丁目65 286-1231

山崎外科胃腸科医院 津幡町加賀爪リ20 289-2288

田中医院（耳鼻咽喉科） 内談町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内･小） 津幡町庄ウ3 289-2002

宗平内科医院（内・循・神内）津幡町井上の荘2丁目1-1 288-7600
角田医院（内･小） 高松町高松ナ15-1 281-0012

カセノ内科医院 七塚町木津に140-4 285-0008

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

中田内科病院 宇ノ気町内日角6丁目35-1 283-1121

土島整形外科医院 内談町旭ヶ丘148 238-4858

きた眼科クリニック 七塚町白尾イ50-1 283-1515

村田医院（内･小） 内談町鶴ヶ丘2丁目8-15 286-0300

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。※

発 行 内談町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920－0292 石川県河北郡内談町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

1月14日（水） 1月15日（木） 1月16日（金）

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

2月18日（水） 2月19日（木） 2月20日（金）

問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

お願い 上記持込時間内にお持ちください。
詳しくは家庭ごみカレンダーをごらんください。

あけましておめでとうございます。

あっという間に夏が過ぎ、「もう秋か」なんてしみじみ思っ

ていたら、気が付けばもう冬でした。そしてもう年明けを迎

えました。時間の過ぎる速度は果たしてこんなにも早かった

でしょうか？ 相変わらずいつもなにかと焦りながらも皆様

に助けられ、なんとかやっている毎日です。どうすれば1人で

も多くの方に読んでもらえる広報になるか、それを常々考え

てはいるのですが他にもやることがあり手を付けられず・・・

なんて言い訳は昨年に置いてきました！ がんばります！

本年も、広報うちなだをよろしくお願いいたします。

編 集 後 記


